
 

事案書（■経営会議  □調整会議） 

開催日：平成２８年 ７月２２日（金） 

 担当課：健康福祉部 健康福祉総務課、高齢福祉課 

件  名：「認知症１万人時代に備えるまち やまと」宣言について 

提出理由：「認知症１万人時代に備えるまち やまと」宣言を行うにあたり、その内容について了承を得

るため 

内  容： 

１．背景等 

（１）認知症とは 

・認知症とは、脳の細胞が死滅したり、働きが悪

くなったりしたために様々な障害が起こり、生

活するうえで、支障が出ている状態を指す。 

・代表的な症状は記憶障害であり、直前に起きたこと

でも思い出せなくなり、脳が正常だった頃の記憶が

残っていても、症状の進行とともに失われていく。 

・また、判断力の低下や、時間や場所などを正しく

認識できなくなる見当識障害などの症状もあり、

うつ状態、幻覚、妄想などが表れることもある。 

（２）認知症の人の数 

・認知症の最大の危険因子は加齢であり、高齢者人

口の急増とともに認知症の人の数も増加すると見

られている。 

・厚生労働省では、平成24年当時、我が国における認

知症者数を462万人程度と推計し、昨年には、平成

37年に約700万人まで増加するとの予測を示した。 

（３）国における対応 

・平成27年に「認知症施策推進総合戦略」（新オレ

ンジプラン）を策定し、いわゆる団塊の世代が75

歳以上となる平成37年（2025年）を目指して、認

知症の人の意思が尊重され、できる限り住み慣れ

た地域のよい環境で自分らしく暮らし続けること

ができる社会を実現することとした。 

・ここでは、認知症への理解を深めるための普及・

啓発の推進、適時適切な医療･介護等の提供、認

知症の人や家族の視点の重視などを柱としている。 

（４）市における対応等 

・本市での認知症者数は、平成28年6月現在、8,600

人程度と考えられ、平成 37 年には約 10,800 人ま

で増加すると予測される。 

 

・これまでも、市では、認知症講演会、地域ケア

会議での支援内容の検討、認知症サポーターの

養成、認知症初期集中支援チーム、認知症カフ

ェなど様々な取り組みを行ってきた。 
 

２．宣言の目的・基本的な考え方 

・本市においても、認知症の人の急増が予測され、

認知症予防や適切な医療･介護につなげる取り

組みとともに、市民自らが認知症の人を受け入

れ、支え合うまちづくりを一層進める必要がある。 

・そのため、まず、市民の意識に強く訴えていく

ことが重要であると考えられ、「認知症１万人

時代に備えるまち やまと」宣言を行う。 

・本市では、第 8 次総合計画の将来都市像に健

康創造都市を掲げており、今回の宣言につい

ても、その趣旨を象徴的に表す内容となる。 
 

３．宣言の内容  
 
「認知症１万人時代に備えるまち やまと」宣言  
超高齢社会を迎え、認知症になる人は急激に

増加しており、大和市においても近い将来、そ

の数は、１万人を超えるものと予測されます。

これからは、誰もが認知症にかかわる可能性が

あり、あらゆる世代、立場の人が協力しあい、

認知症の人への理解を深め、その想いに寄り添

っていくことが大切です。 

大和市は、認知症の人が住み慣れた地域で、

人と人とのつながりを育みながら、自分らし

く、安心して暮らし続けられるよう、様々な取

り組みを進め、認知症１万人時代に備えます。 

 

４．周知方法 

 ・宣言イベントの開催 

 ・広報掲載、プレスリリース 

 ・ＰＲボード掲示、横断幕等掲示 など 

経  過 

H24. 9 国・認知症施策 5カ年計画（ｵﾚﾝｼﾞﾌﾟﾗﾝ）策定 

H25.10 大和市の高齢化率が 21％を超える 

H27. 1 国・認知症施策推進総合戦略（新ｵﾚﾝｼﾞﾌﾟﾗﾝ）策定 

H28. 4 高齢福祉課に認知症施策推進担当を設置 

H28. 4～ 関係課による宣言検討ﾁｰﾑ設置（6回開催） 

今後の予定 

H28. 8 医師会等調整 

H28. 8 議会報告 

H28. 9 宣言実施、セレモニー実施（9/15老人の日） 

広報掲載 

 


